
香取市と慶應義塾大学SCF研究所との

地域力再発見に関する連携協力協定について

説明資料
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　緊密な連携のもと、相互に協力し、大学・市民・企業・行政を巻き込んだ取り組みを推進する
ことにより、地域の特徴ある資源を再発見し、新たな地域力を創造することを目的とする。

連携協力協定

地域資源の再発見とスローシティの推進

連携協力協定について　【協定第１条（目的）】
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事業者名　　 学校法人慶應義塾　慶應義塾大学SFC研究所
所在地　　　　神奈川県藤沢市遠藤5322

ー SFC研究所とは ー
　“先端的研究の遂行と研究成果の社会への還元”

　慶應義塾大学大学院政策・メデイア研究科、健康マネジメント研究科、総合政策学部、環境情報学部、看護医
療学部の附属研究所として、1996年7月の発足以来、 21世紀の先端的研究をリード。諸科学協調の立場にたっ
て国内外のさまざまな関連活動と双方向の連携をとりながら先端的研究をおこない、社会の発展に寄与することを
その目的としています。

ー 設立経緯 ー
　1990年、慶應義塾大学は当時大きく転換しつつある情報をとりまく環境に柔軟に対応できる研究・教育の場を目
指すことを目的とし、既存の学問成果を横断的に再編成するという全く新しいコンセプトに基づいて、総合政策学部
と環境情報学部の2学部を擁する湘南藤沢キャンパス（SFC）を開設。

連携協力事業者について

3



連携協力事項について　【協定第２条（連携協力事項）】

　協定に基づき、次の事項において連携協力します。

１　　スローシティの推進に関すること

２　　地域の食や農などの魅力発見に関すること

３　　シビックプライドの醸成に関すること
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４　　情報発信（シティプロモーション）力強化全般に関すること

５　　新事業創出に関すること

６　　その他地域資源を活用したひとづくり・まちづくりに関すること



連携協力協定に基づく今後の取り組みについて

令和６年度

令和７年度

　令和６年度に地域研究を行った大学生と市内の高校生、当該地域の市民などがワークショップ
形式で議論し、深掘りを行います。
　また、スローシティ推進にあたって、キャッチフレーズやロゴを作成。将来的に、国際スロー
シティ連盟へ、日本３都市目の加入を踏まえた検討を進めます。

　大学生が地域に入り、市内各所
に根付く独特の生活スタイルや文
化、官民連携、食と歴史を探求し、
地域の個性を調査研究。
　調査・研究に当たっては、香取
市地域の大きな特徴である「まち
づくり協議会」や「地域のキーマ
ン」となる市民の協力の下、複数
地域における行事やイベントに参
加し、体験や交流をふまえて進め
ていきます。
　研究成果は各地域で発表し、当
該地域の市民との共有を予定。

◇11月20日㈬
　・慶應義塾大学SFC研究所との連携協力協定締結式
　・職員対象スローシティ講演会実施
　・大学生に向けた「香取市の概要及び市民協働の歩み」の研修実施

◇11月21日㈭
　・まちづくり協議会単位での地域のキーマンとの意見交換会実施
　　⇒地域のキーマン・地域活動紹介　　　⇒調査研究対象地検討

◇12月上旬～
　・地域のキーマンと地域イベントを体験　⇒調査研究活動開始

◇令和7年３月
　・各調査地の市民を招待し報告会を実施　⇒市民と成果を共有

スケジュール

5


